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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公開番号】特開2009-302041(P2009-302041A)
【公開日】平成21年12月24日(2009.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2009-051
【出願番号】特願2009-114560(P2009-114560)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極と、
　前記陽極及び前記陰極との間に位置する有機化合物を含む層とを有し、
　前記有機化合物を含む層は前記陽極側から順に第１の層、第２の層、第３の層及び第４
の層が積層された発光を担う層を少なくとも有し、
　前記第１の層は第１の発光物質を含み、
　前記第２の層は第２の発光物質を含み、
　前記第３の層は第３の発光物質を含み、
　前記第４の層は第４の発光物質を含み、
　前記第１の発光物質及び前記第４の発光物質の発光ピーク波長は前記第３の発光物質の
発光ピーク波長より短く、
　前記第３の発光物質の発光ピーク波長は前記第２の発光物質の発光ピーク波長より短く
、
　前記第１の層、前記第２の層及び前記第３の層は各々正孔輸送性を有し、前記第４の層
は電子輸送性を有する発光素子。
【請求項２】
　陽極と陰極と、
　前記陽極及び前記陰極との間に位置する有機化合物を含む層とを有し、
　前記有機化合物を含む層は前記陽極側から順に第１の層、第２の層、第３の層及び第４
の層が積層された発光を担う層を少なくとも有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物と第１の発光物質を含み、
　前記第２の層は第２の有機化合物と第２の発光物質を含み、
　前記第３の層は第３の有機化合物と第３の発光物質を含み、
　前記第４の層は第４の有機化合物と第４の発光物質を含み、
　前記第１の発光物質及び前記第４の発光物質の発光ピーク波長は前記第３の発光物質の
発光ピーク波長より短く、
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　前記第３の発光物質の発光ピーク波長は前記第２の発光物質の発光ピーク波長より短く
、
　前記第１の層、前記第２の層及び前記第３の層は各々正孔輸送性を有し、前記第４の層
は電子輸送性を有する発光素子。
【請求項３】
　陽極と陰極と、
　前記陽極及び前記陰極との間に位置する有機化合物を含む層とを有し、
　前記有機化合物を含む層は前記陽極側から順に第１の層、第２の層、第３の層及び第４
の層が積層された発光を担う層を少なくとも有し、
　前記第１の層は第１の発光物質を含み、
　前記第２の層は第２の発光物質を含み、
　前記第３の層は第３の発光物質を含み、
　前記第４の層は第４の発光物質を含み、
　前記第１の発光物質及び前記第４の発光物質の発光ピーク波長は前記第２の発光物質の
発光ピーク波長より短く、
　前記第２の発光物質の発光ピーク波長は前記第３の発光物質の発光ピーク波長より短く
、
　前記第１の層は正孔輸送性を有し、前記第２の層、前記第３の層及び前記第４の層は各
々電子輸送性を有する発光素子。
【請求項４】
　陽極と陰極と、
　前記陽極及び前記陰極との間に位置する有機化合物を含む層とを有し、
　前記有機化合物を含む層は前記陽極側から順に第１の層、第２の層、第３の層及び第４
の層が積層された発光を担う層を少なくとも有し、
　前記第１の層は第１の有機化合物と第１の発光物質を含み、
　前記第２の層は第２の有機化合物と第２の発光物質を含み、
　前記第３の層は第３の有機化合物と第３の発光物質を含み、
　前記第４の層は第４の有機化合物と第４の発光物質を含み、
　前記第１の発光物質及び前記第４の発光物質の発光ピーク波長は前記第２の発光物質の
発光ピーク波長より短く、
　前記第２の発光物質の発光ピーク波長は前記第３の発光物質の発光ピーク波長より短く
、
　前記第１の層は正孔輸送性を有し、前記第２の層、前記第３の層及び前記第４の層は各
々電子輸送性を有する発光素子。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項において、
　前記第１の層が発する光のピーク波長が４００ｎｍから４８０ｎｍの範囲内にあり、
　前記第２の層が発する光のピーク波長が４９０ｎｍから５６０ｎｍの範囲内にあり、
　前記第３の層が発する光のピーク波長が５８０ｎｍから７００ｎｍの範囲内にあり、
　前記第４の層が発する光のピーク波長が４００ｎｍから４８０ｎｍの範囲内にある発光
素子。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の発光素子を用いた照明装置。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の発光素子と、前記発光素子の発光を制御
する手段を備えた発光装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の発光装置を搭載した電子機器。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項において、
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　前記発光素子が複数種あり、
　発光層からの光が着色層を透過して外部へ出る発光素子と、
　発光層からの光が着色層を透過せずに外部へ出る発光素子と、を有するディスプレイ。


	header
	written-amendment

